
議
員
提
出
第
十
号
議
案

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
再
活
性
化
の
両
立
に
向
け
た

取
組
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
て
、
四
月
七
日
に
我
が
国
で
初
め
て
発
令
さ
れ
た
「
緊
急
事
態
宣

言
」
は
、
五
月
二
十
五
日
の
北
海
道
及
び
首
都
圏
一
都
三
県
に
お
け
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
解
除
を
持
っ

て
、
よ
う
や
く
全
面
解
除
に
至
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
県
に
お
い
て
は
三
月
三
日
に
初
め
て
の
感
染
者
が
発
生
し
た
が
、
県
を
挙
げ
て
迅
速
な
対
応
を
図
り
、

ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
幸
い
な
こ
と
に
大
規
模
な
ま
ん
延
に
は
至
っ
て
は
い
な
い
。
こ

れ
は
県
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
、
国
の
動
向
に
応
じ
な
が
ら
、
臨
機
応
変
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
図
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ひ
と
え
に
最
前
線
で
力
を
尽
く
さ
れ
た
医
療
従
事
者

を
は
じ
め
、
県
内
事
業
者
や
関
係
団
体
、
県
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
外
出
や
営
業
自
粛
な
ど
、
大
き
な
痛
み

を
伴
い
な
が
ら
も
必
死
で
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
警
戒
を
怠
る
こ
と
な
く
、
再
流
行
へ
の

備
え
と
社
会
経
済
活
動
の
再
活
性
化
の
両
立
と
い
う
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
お
り
、
こ
れ
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
国
と
地
方
が
一
致
協
力
し
て
な
お
一
層
の
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

一

次
の
感
染
の
波
に
対
処
す
る
た
め
、
入
国
者
・
帰
国
者
に
係
る
行
動
歴
の
把
握
や
患
者
発
生
都
道
府
県

と
の
連
絡
体
制
構
築
、
地
方
空
港
で
の
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
設
置
な
ど
を
含
め
、
早
期
発
見
・
封
じ
込
め

に
向
け
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
特
効
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
や
経
営
が
圧

迫
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
対
す
る
支
援
を
図
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
検
査
体
制
や
医
療
提
供
体
制

を
構
築
す
る
取
組
み
に
対
し
て
包
括
支
援
交
付
金
等
に
よ
る
財
政
的
支
援
を
十
分
に
行
う
こ
と
。

二

国
立
感
染
症
研
究
所
や
地
方
衛
生
研
究
所
、
各
地
の
保
健
所
な
ど
で
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
感
染

症
対
策
・
公
衆
衛
生
に
関
わ
る
人
員
と
予
算
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
機
能
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

三

介
護
事
業
所
や
障
害
児
・
者
の
事
業
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
保
育
園
な
ど
の
福
祉
施
設
等
の
感
染

予
防
の
取
組
を
十
分
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
等
へ
の
誹
謗
中
傷
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

貧
困
や
Ｄ
Ｖ
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
に
対
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
支
援
体
制
を
強
化
・
拡

充
す
る
こ
と
。

四

「
Ｇ
ｏ

Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
観
光
施
策
と
連
携
の
強
化
を
図
り
、

特
定
の
地
域
に
そ
の
効
果
が
偏
る
こ
と
が
な
く
、
県
内
人
口
の
少
な
い
地
域
も
含
め
て
全
国
に
効
果
が
及

ぶ
よ
う
、
制
度
設
計
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

五

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応
し
た
働
き
方
や
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
し
い
教
育
の
あ
り
方
な
ど
、
新
型
感
染
症
を
乗

り
越
え
て
い
く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
進
め
る
た
め
、
法
制
度
も
含
め
て
関
係
府
省
庁
の
枠
を
超
え
て
前
例

に
と
ら
わ
れ
な
い
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
。

六

子
ど
も
の
実
態
に
合
っ
た
心
身
の
ケ
ア
や
学
び
の
保
障
を
す
る
た
め
、
速
や
か
に
教
員
や
学
習
指
導
員

な
ど
の
人
材
に
つ
い
て
十
分
な
確
保
を
行
う
こ
と
。

七

次
の
感
染
の
波
へ
の
効
果
的
な
対
処
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
に
基
づ
く
リ
ス
ク
評
価
や
各
種
対
策

に
つ
い
て
の
総
括
を
行
い
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
段
階
的
な
引
上
げ
と
の
両
立
に
あ
た
っ

て
は
、
地
方
の
意
見
に
十
分
な
配
慮
を
し
、
実
態
に
即
し
て
進
め
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。
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